





































































































































































































ADL の目標設定が高いことが考えられた。一方、医師、看護師は ADL に関
しては病棟での限られた情報に頼らざるを得ず、現状把握が不正確である可能
性が考えられた。退院に関して、予測と実際の退院先の一致する割合が比較的
高かったのは、ADL とそれ以外の患者背景や家族の介護力など複数の要因を
包括的に評価したことが一因であると考えられる。3職種間で患者の情報を共
有する場は、退院を支援するうえで有用であると考える。
10月
15日
（木）
一般演題・ポスター
